
　
貳
な
き
献
身
″
を
貫
き
、

県
政
発
展
に
尽
く
し
た
故
五
水

行
府
知
事
の
業
績
を
た
た
え
、

地
域
社
会
に
貢
献
し
た
個
人
、

団
体
を
顕
彰
す
る
本
年
度
の
県

五
木
記
念
賞
・
同
助
成
金
の
授

与
式
が
四
日
、
岡
山
市
古
京
町

の
岡
山
衛
生
会
館
五
木
記
念
ホ

ー
ル
・
ホ
ワ
イ
エ
で
行
わ
れ
、

個
人
六
人
と
四
団
体
が
表
彰
さ

れ
た
。

　
受
賞
者
、
来
賓
ら
約
二
十
人

が
出
席
。
石
井
知
事
が
五
木
記

念
賞
受
貧
者
に
表
彰
状
と
メ
ダ

ル
、
賞
金
五
十
万
円
、
助
成
金

受
賞
団
体
の
代
表
に
表
彰
状
と

五
十
万
円
を
手
渡
し
「
皆
さ
ん

陽
二
木
元
知
事
の
公
共
奉
仕
の

理
念
を
受
け
継
ぎ
、
各
部
門
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。
今
後
も

さ
ら
な
る
活
躍
で
、
ま
す
ま
す

』
万
古
を
か
け
て
く
だ
さ
い
」
と

　
あ
い
さ
つ
。
行
政
部
門
で
受
賞

　
し
た
元
県
教
育
長
で
県
立
美
術

数
数
肪
６
人
、
４
団
体
表
彰

館
長
の
宮
地
幅
夫
氏
（
七
七
万
倉

敷
市
八
王
寺
町
＝
が
「
受
貧
者

は
い
ず
れ
も
志
す
道
を
ひ
た
す

ら
歩
み
、
継
続
が
力
に
な
っ
た
。

き
ょ
う
の
感
激
を
契
機
に
、
賞

の
名
に
背
か
な
い
よ
う
心
新
た

に
歩
ん
で
い
き
た
い
」
と
お
社

を
述
べ
た
。

　
二
木
記
念
賞
は
宮
地
氏
の
ほ

か
、
社
会
部
門
が
県
婦
人
協
議

会
長
の
水
野
二
重
子
氏
（
七
七
て

総
社
市
見
延
、
産
業
部
門
が
前

井
原
商
工
会
議
所
会
頭
の
大
塚

長
六
氏
（
八
一
）
＝
井
原
市
高
湿

町
、
文
化
部
門
が
倉
敷
市
大
山

名
人
記
念
館
長
で
棋
士
の
有
吉

道
夫
氏
（
六
六
）
＝
兵
庫
県
宝
塚
市

仁
川
高
丸
＝
と
木
工
芸
家
の
林

鶴
山
（
本
名
・
文
男
）
氏
（
七
四
）

＝
倉
敷
市
水
江
、
国
際
親
善
部

門
が
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
理
事
長
菅
波

茂
氏
（
五
四
）
＝
岡
山
市
楢
津
。

　
助
成
金
は
社
会
部
門
が
県
里

親
会
（
永
京
卓
哉
理
事
長
）
、
産

業
部
門
が
山
田
養
蜂
場
（
山
田

英
生
社
長
）
、
文
化
部
門
が
岡
山

石
井
知
事
か
ら
表
彰
状
な
ど

を
贈
ら
れ
る
受
賞
者
た
ち

混
声
合
唱
団
守
山
康
雄
団

長
）
、
国
際
親
善
部
門
が
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
マ
レ
ー
シ

ア
奉
仕
団
（
高
本
孝
子
学
長
）
。
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